
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

心のエンジンを駆動させるには ～1学期を振り返って～ 
 

教頭 奥平 真紀 
 
 先日、新聞を読んでいたところ、「納得・承認が心に“火”」 という一文が飛び込んできました。高校
生を対象にした三菱みらい育成財団の「探究型学習」プログラムにおいて、学び手の意識や行動の変
化が起こることを「心のエンジンが駆動する」と表現し、高校生へのアンケートや教員へのヒアリングを基
に、心のエンジンが駆動するポイントを分析した結果が記されていました。それは以下３つでした。 

 
 
 
 
 
日本の高校生は、諸外国と比べて自己肯定感が低いことや、受け身の授業が多く、体験学習やグル
ープ学習が少ないことが指摘されています。このアンケートの結果、「活動、学習内容について大人と話
し合う」と答えた生徒の「心の駆動」の割合が高かったことなどを受け、納得・承認の風土の重要性を指
摘していました。小学校と高校の違いはありますが、小学生に置き換えても同じように考えられると感じま
した。 
「好きこそものの上手なれ」 ことわざにもありますが、子ども達が好きなことに熱中し、そこから次にや
りたいことを見つけ、さらに話し合い、認められる経験が心に火をつけ、エンジンを駆動させるのです。 

 
４月からの学校生活でも、体験や認め合いを通して子供たちのやる気が高まっていく場面が様々あり
ました。１つの例として、6年生の修学旅行（青森）の感想を紹介します。 
  
 
 

 
 

 

 

今学期中は、新型コロナウイルス感染症の 5 類移行を経て、各行事や委員会・クラブ活動、そして、PTA や町

会の皆様との活動を通して、子ども達の体験を積み重ねることができました。お力添えに心より感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 

夏休みは、家庭の教育力を存分に発揮し、子どもたちの主体性や自立心を育む絶好の機会です。お子さんの

興味・関心事や、毎日の過ごし方について親子でじっくり話し合っていただけたらと考えております。地域の行事

にもぜひご参加ください。２学期の始業式に、元気な子どもたちの笑顔に出会えることを楽しみにしております。 

 

 

函館市立駒場小学校                    令和５年 ７月２４日 

学校だより No.５ 
学校教育目標 

めあてをもつ  
自分のめあてをもち ねばり強く取り組み振り返る 

考えをもつ  ＜重点教育目標＞ 
自分の考えをもち 相手の考えを理解し伝え合う 

よさに気付く 
自分のよさに気付き 相手のよさをみとめ学びに生かす 

教育実習生の受け入れについて 

 8月 24日～9月 20日の 4週間、2年 1組、3年 1組にそれぞれ 1名ずつ入ります。他の学年にも、

授業観察をはじめ、関わる機会がありますので、どうぞご承知おきください。 

◇もともとの自分の興味・関心事 
◇行動・実践を通じて新たに興味をもったこと 
◇他者に承認してもらったこと 

 

・わからないことがあったら自分から進んで先生や友達に聞くことができるようになったり、宿泊班のリ
ーダーになってみんなに注意したりまとめたりすることができるようになりました。 
・物事を学校で習ったことに、関連付けることをがんばりました。 
・吊りこま体験の自分の最後の発表のときに自分が少しずつ他人に話せるようになり驚きました。 
・あいさつや司会なども頑張りましたが、成長したなと思うのが宿泊班の班長です。数が少ない人数を
まとめるのも意外に難しいので、修学旅行で成長したことをこれからも活かせるなと思いました。 

 



キラッと光る作品 

職員室前の掲示板には，駒場小にゆかりのある

方の作品に加え，図工の学習で制作した作品を，

各学年１名ずつ展示しています。 

学校の教育目標「よさに気付く」にもあるよう

に，作品の良さに気付くため，全校児童がよく通

る場所に展示しています。来校された際には，ぜ

ひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年・落語の学習 

７月１８日（火）５時間目に，４年生で落語の

学習を行いました。これは，函館市文化団体協議

会のアウトリーチ事業の一環として，函館落語倶

楽部の荒到夢形氏を講師に招き，実施しました。 

４年生の国語の教科書に落語の教材があるの

ですが，実際に五感を働かせながら落語に触れる

ことによって，その良さを感じることを目的とし

ています。子どもたちは，講師の語りに食い入る

ように耳を傾けたり，独特な言い回しに笑ったり

と，とても楽しんでいました。 

コロナ禍による制限がだんだんと緩和されて

きている中で，実体験を通して学びを深められる

ようにしていきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

写真削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7/25(火)～8/23(水) 

夏季休業日 

１．学校閉庁日 

令和５年８月１４日(月)～令和５年８月１６日(水)まで 

※この期間，基本的に職員は勤務しませんので，学校へ

の連絡等はこの期間外にお問い合わせいただくととも

に，緊急連絡が必要な場合には次の連絡先までお願い

します。 

２．緊急の場合の連絡先 

児童の生命や安全に関わる重大事態など，緊急を要する

場合は，警察（１１０）または消防・救急（１１９）にご

連絡ください。 

※緊急連絡が必要な場合は，次に連絡してください。 

・函館市教育委員会 学校教育部教育指導課 

電話 ０１３８－２１－３５５７ 

（８時４５分～１７時３０分） 

・函館市役所 夜間休日受付 

電話 ０１３８－２１－３００６ 

（１７時３０分～翌日８時４５分） 

日 曜 ８ 月 の 行 事 予 定 

8/ 

24 

木 全学年４時間授業給食なし 

２学期始業式・着任式 

交通安全教室(PTA) 

25 金 全学年４時間授業給食なし 

ALT来校 交通安全教室(PTA) 

26 土  

27 日  

28 月 全学年４時間授業給食なし 

引き渡し訓練 交通安全教室(PTA) 

夏休み図書返却（～9/1） 

29 火 給食開始 鑑賞教室 

家庭学習強調週間（～9/4） 

30 水 避難訓練（火災） 

31 木  

８月の帰宅時刻は 午後６時 です.  

交通安全を意識して行動しましょう。 

下校時刻は・・・ ５時間授業 １４時２５分 

６時間授業 １５時１５分 

 


